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承認

平成30年度
決算認定

80
項
目
の
意
見
を
付
し
て

　
　
　
　
全
会
一
致
で
承
認

　
3
日
間
に
わ
た
り
決
算
認
定
特
別
委
員
会
を
開
催

し
、
30
年
度
決
算
に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
の
意
見
を

集
約
。

各
委
員
が
決
算
や
事
業
内
容
を
チ
ェッ
ク

議
会
か
ら
の
要
望
書
を
青
野
町
長
へ
提
出

　
決
算
認
定
特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告
書
を
基
に

ま
と
め
た
議
会
か
ら
の
要
望
書
を
松
島
議
長
、
金
谷

副
議
長
か
ら
青
野
町
長
へ
提
出
。

決
算
認
定
特
別
委
員
会
の
報
告
書
を

松
島
議
長
へ
提
出

　
決
算
審
査
に
お
い
て
、各
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
指
摘

事
項
80
項
目
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
松
田
委
員
長
、

左
居
副
委
員
長
か
ら
松
島
議
長
へ
提
出
。
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3 みさき

決算認定特別委員会からの報告
　決算認定特別委員会は、前年度で執行された予算が適正なものであったかを確認するため、全ての課
が所管する決算について審査を担当しています。
委員長／松田英二　副委員長／左居喜次　ほか全議員を委員とする13人で審査しています。

行財政改革大綱
の見直し

事業効果の適正な
評価

基金積立金の検証

水道事業の企業
会計化

民間活力導入事業
の精査

　地方交付税の減額や町税の減
少など今後予測される財源の縮小
に対応するため、行財政改革大綱
の見直しを早急に行うこと。

　事業の推進にあたっては、効果
を検証し廃止も含めた事業評価を
行い、年間活動計画の適正な評価
ができる体制の構築が必要。

　４４種類の基金積立金の内、一度
も使われていない基金について
は、整理・統合などを検証する時
期にきている。

　来年度から公営企業会計を導入
する簡易水道事業では独立採算
を基本とするが、水道料金の設定
には十分な配慮を求める。

　指定管理者制度などの民間活力
導入事業全般について考え方を
協議し、対象事業の精査など総合
的な見直しが必要である。

全体総括意見を付す！
本会議での委員長報告において指摘した特に付しておくべき意見は以下の通りです。

⃝９月定例会：前年度決算を審査・認定

⃝議会からの指摘・意見をとりまとめ
⃝来年度予算などへの要望書を提出

⃝３月定例会：来年度予算案を審議・承認

　決算認定特別委員会では、決算状況や事業内容をチェックし、
「来年度予算にどう反映させるか」という視点で審査を行いました。

意見

意見

意見

意見

意見

適正な人員確保
と配置

　高齢化率５０％を超える地域を
多く抱える町の情勢を考慮した
上で、適正な人員確保と人員配置
に努めなければならない。

意見合併特例債の
有効活用

　まちづくりの有力な財源となる
合併特例債の有効活用策につい
て、第三次美咲町振興計画にそ
の道筋が示されることを望む。

意見

介護予防の
充実・強化

　高齢者福祉に関しては地域支援
事業における介護予防・重度化
防止策の充実・強化を図れる体
制づくりを目指すべき。

意見 義務教育学校の
具体策

　義務教育学校整備検討委員会
での検討内容も佳境に入ってい
る。具体策の策定にはスピード感
を持った対応が求められる。

意見

来年度に
向けて

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
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報
告
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会
の
報
告
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福祉・教育 福祉・教育

　全議員13人を委員とする平成30年度歳入歳出決算特別委員会が設置され、9月11日から3日間にわた
り決算審査を行いました。
　今回の審査では、①議会が議決した予算が効果的・効率的に執行されているか②決算における評価を
来年度予算編成や役場の運営にどのように反映させるのかという点を中心に審査を行いました。
　ここでは各委員から出された80項目の指摘事項のうち主な意見を掲載します。

【※決算額は1万円未満四捨五入】

長寿祝い金は誕生日に

特定健診の受診率向上

英語にふれあう機会の充実

公共用地の計画的売却

福祉・教育 安全・安心

　長寿祝い金については9月
15日の基準日ではなく誕生日
の贈呈を求める。

　特定健康診査の実施にあたっ
ては受診率向上に向けた対策
を求める。

　小学生を対象にしたイング
リッシュキャンプについてより
充実した対応を求める。

　利用されていない公共施設
や公共用地について計画的な
売却を求める。

高齢者福祉、障がい者福祉
児童福祉、学校教育など

公共施設管理、防災、国際交流
情報通信など

  一般会計 104億9,194万円（前年度比1.8％増）
24特別会計 66億8,954万円（前年度比1.6％増）

決算審査  私の意見！

金
谷
委
員

藤
井
委
員

山
本
委
員

延
原
委
員

人口増加に繋がる対策

　公営住宅の譲渡などを含め
た人口増加に向けた積極的な
対応を求める。

松
島
委
員

避難場所への設備充実

　緊急避難場所の指定箇所に
対して設備の充実を図り安全
面の向上を求める。

岩
野
委
員

民生費 26億3,366万円
教育費 8億5,125万円  

総務費 15億9,148万円
衛生費 9億7,807万円

主な
事業

主な
事業

決
　
算
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議

委
員
会
の
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告

定
例
会
の
報
告
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福祉・教育

福祉・教育

道路の支障木伐採を早急に

【平成28年度未収金】

2年間で約1億円減少【平成30年度未収金】

補助金事業の事務委託

水道料金は据え置きで

産業・建設

未収金の推移（28年度決算との比較）

　道路維持管理における各地
域での支障木伐採への早急な
対応を求める。

以上のような審議を経て、美咲町議会は
30年度一般会計・特別会計決算を全会一致で認定しました。

　多面的機能交付金など補助
金申請事務を委託できるよう
負担軽減を求める。

　水道事業の企業会計化に向
けては水道料金の値上げにな
らないよう求める。

農林業振興、道路整備、観光
災害復旧、企業誘致、水道など

山
田
委
員

林
田
委
員

貝
阿
彌
委
員農林水産業費 7億8,878万円

土木費 9億8,188万円
商工費 1億0,960万円

主な
事業

一般会計未収金（1億498万円）

固定資産税
6,000万円

貸付金615万円
使用料989万円

※各税目等で1万円未満切り捨て ※各事業等で1万円未満切り捨て

軽自動車税
591万円

町民税
2,290万円

特別会計未収金（1億9,173万円）

住宅新築資金等
貸付事業
9,742万円

国民健康保険事業
7,821万円

介護保険事業
1,121万円

上下水道事業368万円
その他121万円その他13万円

一般会計未収金（5,867万円）

固定資産税
2,927万円

貸付金582万円

使用料821万円

※各税目等で1万円未満切り捨て ※各事業等で1万円未満切り捨て

軽自動車税
333万円

町民税
1,192万円

特別会計未収金（1億4,715万円）

住宅新築資金等
貸付事業
9,696万円

国民健康保険事業
4,197万円

介護保険事業
538万円

上下水道事業211万円
その他73万円その他12万円

一般会計未収金（1億498万円）

固定資産税
6,000万円

貸付金615万円
使用料989万円

※各税目等で1万円未満切り捨て ※各事業等で1万円未満切り捨て

軽自動車税
591万円

町民税
2,290万円

特別会計未収金（1億9,173万円）

住宅新築資金等
貸付事業
9,742万円

国民健康保険事業
7,821万円

介護保険事業
1,121万円

上下水道事業368万円
その他121万円その他13万円

一般会計未収金（5,867万円）

固定資産税
2,927万円

貸付金582万円

使用料821万円

※各税目等で1万円未満切り捨て ※各事業等で1万円未満切り捨て

軽自動車税
333万円

町民税
1,192万円

特別会計未収金（1億4,715万円）

住宅新築資金等
貸付事業
9,696万円

国民健康保険事業
4,197万円

介護保険事業
538万円

上下水道事業211万円
その他73万円その他12万円

決
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加美小学校大規模改修 １期工事は来春着工へ
令和元年９月２日～９月２０日まで定例議会が招集され　一般会計補正予算など３７件の議案が議決されました。

建設残土処分場を確保

森林管理の事前調査

　建設工事で発生する残土置き場が満杯に
なったため、新しい処分場を県と共同で整備
する。
〔土木総務費　１,３７０万円〕

　山林の間伐や伐採など森林整備および森
林管理に向けた資料作成・事前調査を実施
する。
〔林業総務費　４１７万円〕

加美小学校の校舎を改修

津山柵原吉井線バスを更新

　加美小学校の施設が老朽化したため今年度
から大規模改修工事を行う。第１期で教室棟、
第２期で管理棟と体育館を改修する。
〔小学校管理費　２億５,８９０万円〕

　津山・柵原・吉井間を運行している共同バス
の車両が老朽化したために新たに購入する。来
年夏には更新する予定。
〔債務負担行為　２,０００万円〕

人
　
　
　
事

人
権
擁
護
委
員
の
選
任
に
同
意

　

人
権
擁
護
委
員
の
選
任
が
提
案
さ

れ
、全
会
一
致
で
同
意
し
た
。
任
期
は

令
和
４
年
12
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
。

（
敬
称
略
）

美
咲
町
原
田

平
岡　

充
代（
新
任
）

美
咲
町
錦
織

杉
本
八
重
美（
新
任
）

美
咲
町
安
井

山
下　

善
教（
再
任
）

要
　
　
　
望

残
土
処
理
場
の
確
保
と
災
害
復

旧
工
事
に
係
る
早
急
な
支
払
事

務
を
求
め
る
要
望
書

美
咲
町
建
設
業
協
会　
　
　
　
　

　

会
長　

下
山　

歩

　

要
望
の
内
容
に
つ
い
て
は
行
政
側

も
対
応
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら

全
会
一
致
で
採
択
と
し
た
。　

決
　
算
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議
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7 みさき

加美小学校大規模改修 １期工事は来春着工へ
令和元年９月２日～９月２０日まで定例議会が招集され　一般会計補正予算など３７件の議案が議決されました。

意
見
の
分
か
れ
た
議
案

9月議会
でこんなことが
決まりました

保育料無償化への準備
　本年１０月１日から３歳～５歳の子どもを対象と
した保育料無償化実施に伴い、円滑な運営を行
うための準備を行う。
〔児童福祉総務費　１８３万円〕

空き家撤去補助金を増額
　空き家を撤去する時、これまで上限５０万円の
補助金を交付していたが、これを上限１５０万円
に増額する。
〔企画管理費　１３３万円〕

○は賛成　　×は反対

（議長は裁決に加わりません）

松
島
議
員

金
谷
議
員

山
本
議
員

貝
阿
彌
議
員

岩
野
議
員

江
原
議
員

松
田
議
員

林
田
議
員

左
居
議
員

延
原
議
員

形
井
議
員

藤
井
議
員

山
田
議
員

議案第８２号 　会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
する条例制定

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

【議案に対する討論】

［議案第８２号］	
総務産業常任委員会
の審査結果は賛成

［条例制定に反対］
　本来公務員は正規職員として公務を担い、継続性・専門性・地域性を高め、住民福祉の増
進に努めなければならない。会計年度任用職員は継続性がなく、任務が困難。職員間の処遇の
格差を生み反対。

藤井議員

［条例制定に賛成］
　地方公務員法などの上位法改正に伴って非常勤職員の待遇などを明確にするために必要
な措置である。来年度から全国で施行される会計年度任用職員条例制定に賛成する。

山本議員

感  

謝  

状

条
　
　
　
例

【
公
共
施
設
の
利
用
料
金
を
改
定
】

消
費
税
率
の
改
定
に
伴
う
関
係

条
例
の
一
部
改
正

　

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
増
税

（
10
％
）に
伴
い
町
内
公
共
施
設
の
利
用

料
金
を
改
正
す
る
。

【
森
林
を
整
備
す
る
た
め
の
基
金
を
新
設
】

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例

　

山
林
の
間
伐
、
担
い
手
の
確
保
、
木

材
の
利
用
促
進
、
森
林
整
備
な
ど
を
促

進
さ
せ
る
財
源
を
確
保
す
る
た
め
基
金

を
設
置
す
る
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
感
謝
状

　

岡
山
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
と

し
て
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
貝
阿
彌

幸
善
議
員
が
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

貝阿彌幸善議員
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委 員 会 の活動
総務・産業常任委員会からの報告

　総務・産業常任委員会は、総務課、理財課、地域みらい課、くらし安全課、上下水道課、建設課、産業観光
課が所管する予算その他の案件について審議を担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／延原正憲　委員／松田英二、江原耕司、岩野正則、貝阿彌幸善の6人で審議し
ています。

　西川浄水場の設備更新予定の
現地視察を行った。
　旭地域の生活水供給の基幹施
設であり、老朽化した設備の早急
な更新が必要と認めた。

【上下水道課】
西川浄水場設備更新

【産業観光課】
産地パワーアップ推進
対象事業と事業内容は。
ぶどう産地形成を目的として
ＪＡを通じてぶどう棚やハウス
の生産資材を助成するもの
で、ぶどうの切れ目ない出荷
を確保し産地化を図る。

問

【くらし安全課】
防災カメラ５カ所増設
防災カメラ設置２０カ所の内
訳と更新カメラの台数は。
既設の１２カ所、移設３カ所に
加えヘリポートなど５カ所を
増設し、うちカメラの更新は
15台で再利用は５台。

問

答

答
機械設備更新の理由と内容は。
西川浄水場の機械設備は20
年以上経過し、老朽化により
故障が多発している。生活水
の安定供給を図る。

問
答

【地域みらい課】
空き家撤去補助金増額
空き家撤去補助金の増額内
容は。
撤去促進を図るため上限５０
万円を１５０万円に増額し、２件
を見込んでいる。

問

答

【総務課】
個人番号カード利用対応
マイナンバーカード利用への
環境整備の内容は。
利用促進に対応するパソコン
リース料や臨時職員の人件費
など186万6千円。

問

答

【建設課】
中央地域残土処分場
使用目的と事業内容は。
中央地域の公共工事の残土処
分場として県の半額負担によ
り、打穴里地内に新規に建設
する。

問
答

西川浄水場（西川地内）

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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美
瑛
町
は
北
海
道
の
ほ

ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
人

口
約
１
０
，
０
０
０
人
の

町
で
あ
る
。

　

基
幹
産
業
は
農
業
で
畑

作
を
中
心
に
生
産
額
は
年

１
２
０
億
円
と
な
っ
て
い

る
。

　

一
方
、
波
状
丘
陵
の
雄

大
で
美
し
い
景
観
か
ら
観

光
客
が
年
間
２
２
０
万
人

も
訪
れ
、
商
品
の
販
売
額

も
１
９
４
億
円
に
の
ぼ
っ

て
い
る
。

【
視
察
の
目
的
】

●
美
咲
町
に
は
史
跡
・
景

勝
地
・
産
業
遺
産
な
ど
多

く
の
観
光
資
源
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
有
効
に
活
用

し
、
町
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
国
が
推
進
し
て
い

る
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光

地
域
づ
く
り
法
人
）
制
度

を
導
入
し
て
成
果
を
上
げ

て
い
る
先
進
地
で
あ
る
美

瑛
町
の
「
丘
の
ま
ち
び
え

い
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
を
視
察
先
に

選
定
し
た
。

【
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
活
動
状
況
】

●
平
成
24
年
10
月
町
が
全

額
３
０
０
万
円
を
出
資
し

「
一
般
財
団
法
人
丘
の
ま

ち
び
え
い
活
性
化
協
議
会
」

を
設
立
し
て
観
光
産
業
発

展
を
目
指
し
て
活
動
を
始

め
た
。

　

活
動
内
容
と
し
て
は
、

●
住
民
の
観
光
へ
の
理
解

促
進

●
新
た
な
観
光
商
品
開

発
・
提
供

●
情
報
発
信

●
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備

の
４
つ
を
戦
略
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
具
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

【
町
の
支
援
体
制
】

●
政
策
的
支
援

・
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制

定
・
景
観
条
例
の
制
定

・
観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
策
定
な
ど

●
財
政
的
支
援

・
Ｄ
Ｍ
Ｏ
活
動
へ
の
補
助

金
８
億
円
（
半
額
は
国

の
補
助
）。

・
活
性
化
交
流
施
設
な
ど

の
指
定
管
理
料
４
億
円

な
ど
。

【
参
加
者
の
感
想
】

●
美
瑛
町
観
光
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
住
民

の
く
ら
し
と
観
光
の
融
合

に
よ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
目
標
を
定
め
町
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
成
功
事
例
と
さ
れ
て
い

る
先
進
地
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
も

町
や
国
の
財
政
支
援
が
な

け
れ
ば
運
営
が
困
難
な
状

況
が
分
か
っ
た
。

●
観
光
協
会
の
な
い
美
咲

町
に
と
っ
て
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
登
録
は
観
光
政
策
に
必

要
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、

し
っ
か
り
研
究
が
必
要
。

【
本
町
に
お
け
る
取
り
組
み
】

●
視
察
先
の
美
瑛
町
と
本

町
の
観
光
資
源
に
は
異
質

の
も
の
も
多
く
あ
る
が
、

町
内
の
観
光
資
源
を
有
機

的
に
結
び
付
け
た
滞
在
型

観
光
に
発
展
さ
せ
る
に

は
、
公
民
連
携
し
た
活
動

組
織
を
立
ち
上
げ
、
実
績

を
積
み
上
げ
て
、
地
域
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
登
録
に
挑
戦
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

観光政策4つの戦略

丘のまち  びえいの風景

視察調査報告▶︎美しい農村景観を活かしたまちづくり・美瑛町

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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【住民税務課】
マイナンバーカードの利用促進

【健康推進課】
郷土料理の普及啓発

【教育総務課】
中央児童館の児童厚生員の増員

【教育総務課】
加美小学校の大規模改修

マイナンバーカードを利用す
るメリットは。
令和２年２月よりマイナンバー
カードを使用して住民票など
のコンビニ交付サービスなど
ができる。

郷土料理を普及させる手立
ては。
食育について若い世代に郷
土料理を普及啓発するため
に、レシピカードを作成し活用
する。

児童厚生員増員の内容は。
中央児童館の利用者の増加
に伴い、児童厚生員を２人から
３人に増員する。

大規模改修の内容は。
1期工事として本年度末に仮
設校舎を設置する。来年４月に
児童が移り、教室棟の改修を
行う。その後、管理棟・体育
館の改修を行う。

問 問

問 問

答 答

答 答

【健康推進課】
大垪和ふれあいプラザの整備
大垪和ふれあいプラザをど
のように整備するのか。
令和２年度から指定管理に変
更するため、施設周辺の支障
木伐採などをする。

問

答

【福祉事務所】
社会福祉備品の配備
どこに何を配備するのか。
福祉避難所であるふれあいセ
ンター、あさひが丘、静香園、
かしの木荘へ避難所用テン
ト、ベッド、目隠しシートを配
備する。

問
答

民生・教育常任委員会からの報告
　民生・教育常任委員会は、住民税務課、保険年金課、健康推進課、徴収対策室、福祉事務所、教育総務課、
生涯学習課が所管する予算その他の案件について審議を担当しています。
委員長／左居喜次　副委員長／形井　圓　委員／山田雄二、藤井智江、林田　実、金谷髙子の6人で審議して
います。

　加美小学校大規模改修事業の現地視
察を行い、工事概要・進捗状況・工程に
ついての説明を受けた。
　工事期間中は誘導員を配置し安全最優
先で工事を進める。騒音に関しては大き
な音が出る工事は土日に行うなど配慮が
される。

加美小学校（原田地内）

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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北
海
道
当
別
町
は
、
札

幌
市
都
心
部
よ
り
車
や

Ｊ
Ｒ
で
約
40
分
と
い
う
便

利
さ
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る

人
口
１
万
６
，
２
８
１

人
、
高
齢
化
率
は
33
・
２

％（
平
成
30
年
１
月
１
日

現
在
）
の
町
で
あ
る
。

【
視
察
の
目
的
】

●
共
生
の
ま
ち
創
り
の
実

現
を
目
指
し
、
北
海
道
医

療
大
学
と
連
携
し
た
ユ
ニ

ー
ク
な
事
業
運
営
を
行
っ

て
い
る
「
社
会
福
祉
法
人

ゆ
う
ゆ
う
（
以
下
ゆ
う
ゆ

う
）」
で
は
、
全
て
の
住

民
が
活
躍
で
き
る
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
と
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
通
じ
、
地
域
全
体
で

支
え
ら
れ
る
共
生
の
ま
ち

創
り
の
実
現
を
目
指
し
て

い
る
。

　

子
ど
も
、
高
齢
者
、
障

が
い
者
な
ど
、
年
齢
や
障

が
い
の
種
別
を
超
え
た

「
地
域
住
民
の
交
流
」
を

図
り
、「
困
っ
た
時
は
お

互
い
さ
ま
」
の
精
神
で
地

域
福
祉
を
支
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
情
報
を
集
積
し
、

推
進
し
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
高
齢
者
施

設
へ
の
子
ど
も
た
ち
の
訪

問
、
ま
た
、
障
が
い
者
施

設
の
行
事
へ
の
地
域
住
民

の
参
加
な
ど
、
施
設
の
行

事
の
中
で
多
く
の
交
流
が

見
ら
れ
る
。
子
ど
も
、
高

齢
者
、
障
が
い
者
と
か
で

は
な
く
、
地
域
に
住
ま
う

全
て
の
人
々
が
、
生
活
の

一
部
と
し
て
交
流
が
図
れ

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
今

回
視
察
を
行
っ
た
。

【
事
業
の
概
要
】

●「
共
生
型
地
域
福
祉
タ

ー
ミ
ナ
ル
み
ん
な
の
う
た
」

で
は
、
ゆ
う
ゆ
う
と
町
の

社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営

す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
机
を

並
べ
て
業
務
に
当
た
っ
て

お
り
、
地
域
福
祉
を
支
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
情
報
を

集
積
し
、
推
進
す
る
た
め

の
拠
点
と
な
り
、
ひ
と
月

約
１
，
０
０
０
人
の
人
た

ち
が
出
入
り
す
る
、
地
域

交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
「
共
生
型
オ
ー
プ

ン
サ
ロ
ン
」
で
は
、
地
域

交
流
の
場
と
し
て
障
が
い

者
当
事
者
の
人
た
ち
が
主

体
と
な
っ
て
喫
茶
店
と
駄

菓
子
屋
さ
ん
を
運
営
し
て

い
る
。
幅
広
い
世
代
の
人

に
喜
ば
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を

用
意
し
て
お
り
、
広
く
地

域
住
民
が
利
用
し
、
つ
な

が
り
、
理
解
し
合
い
、
同

じ
地
域
で
共
に
生
き
て
い

る
こ
と
が
実
感
で
き
る
町

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

【
参
加
者
の
感
想
】

●
若
い
人
達
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
起
点
と
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
人
び
と
を
巻
き

込
ん
だ
ま
ち
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　

地
域
・
法
人
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
専
門
職
が
連
携

し
た
取
り
組
み
を
行
政
が

後
押
し
し
、
生
活
支
援
と

介
護
予
防
を
実
現
し
て
い

る
。

　

特
に
年
齢
や
障
が
い
な

ど
対
象
者
を
限
定
せ
ず
、

自
然
な
見
守
り
や
交
流
に

参
加
す
る
住
民
が
増
加
し

て
お
り
、
自
然
な
形
で
の

充
実
し
た
活
動
は
、
大
い

に
参
考
に
な
る
も
の
で
あ

っ
た
。

【
本
町
の
取
り
組
み
】

●
本
町
で
も
、「
人
を
大
切

に
す
る
」
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
人
材
発
掘
と
育

成
に
取
り
組
み
、
住
民
の

連
携
を
さ
ら
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

共生のまちづくりを目指して

町民の1割がボランティア

視察調査報告▶︎すべての住民が活躍できる共生のまち創り

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



12美咲町議会だより  No.58  ＜2019.11＞

委 員 会 の活動

　

北
海
道
上
士
幌
町
は
大

雪
山
国
立
公
園
の
東
山
麓

に
位
置
す
る
人
口
約
５
，

０
０
０
人
の
町
で
あ
る
。

　

面
積
は
６
９
５
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
美
咲
町
の

約
３
倍
で
山
林
76
％
耕
地

14
％
で
あ
る
。

　

基
幹
産
業
は
農
業
で
畜

産
を
中
心
に
生
産
額
は
２

２
６
億
円
で
あ
る
。

　

商
業
の
販
売
額
は
88
億

円
で
観
光
客
は
年
間
36
万

人
で
あ
る
。

【
視
察
研
修
の
目
的
】

●
人
口
５
，
０
０
０
人
の

過
疎
の
町
か
ら
「
地
方
創

生
」
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て
蘇
っ
た
奇
跡
の

町
と
し
て
全
国
に
紹
介
さ

れ
、
ふ
る
さ
と
納
税
額
も

20
億
円
を
超
え
る
町
の
取

り
組
み
状
況
を
視
察
先
と

し
た
。

【
上
士
幌
町
の
取
り
組
み
】

●
平
成
16
年
３
月
に
自
立

の
た
め
の
「
５
」
の
将
来

像
を
策
定
し
具
体
的
な
政

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
環
境
の
浄
化
な
ど
多
面

的
な
機
能
を
持
つ
森
林
資

源
が
活
か
さ
れ
て
い
る
ま

ち●
ナ
イ
タ
イ
（
日
本
一
広

い
１
７
０
０
ha
の
公
共
牧

場
）、
農
村
景
観
、
糠
平
・

十
勝
三
股
を
核
に
観
光
産

業
が
活
発
な
ま
ち

●
お
互
い
が
助
け
合
い
協

働
す
る
ま
ち

●
農
業
が
栄
え
心
豊
か
な

農
村
の
ま
ち

●
都
市
と
農
山
村
の
交
流

が
活
発
で
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
ま
ち

具
体
的
政
策

・
家
畜
糞
尿
に
よ
る
バ
イ

オ
マ
ス
発
電

・
町
内
全
域
に
光
回
線
網

・
移
住
定
住
促
進
お
試
し

暮
し
住
宅
10
戸

・
認
定
こ
ど
も
園
完
全
無

料
化

・
東
京
で
ふ
る
さ
と
納
税

大
感
謝
祭
開
催

・
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度

・
町
道
を
使
用
し
た
自
動

運
転
バ
ス
の
実
証
実
験

を
誘
致

・
町
で
仕
事
斡
旋
の
人
材

セ
ン
タ
ー
な
ど

【
参
加
者
の
感
想
】

●
人
口
減
少
を
正
面
か
ら

と
ら
え
て
将
来
像
を
共
有

し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

●
町
長
自
ら
説
明
さ
れ
る

な
ど
熱
い
姿
勢
に
感
動
し

た
。

●
堆
肥
利
用
し
か
で
き
な

か
っ
た
家
畜
の
糞
尿
を
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
の
資
源
に

活
用
す
る
発
想
と
北
海
道

電
力
に
売
電
を
了
解
さ
せ

た
努
力
を
評
価
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
積

極
的
な
取
り
組
み
と
納
税

者
へ
の
感
謝
祭
開
催
な
ど

応
援
者
へ
の
配
慮
に
は
感

心
し
た
。

●
国
か
ら
の
支
援
を
待
つ

だ
け
の
市
町
村
が
多
い
な

か
で
、
企
業
も
含
め
自
ら

打
っ
て
出
る
姿
勢
が
大
切

だ
。

蘇った  奇跡の町

日本一の公共牧場

視察調査報告▶︎都市と農山村の交流を基軸とした地方創生と過疎対策・上士幌町

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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ページ 議員名 質　問　内　容

14 延原		正憲
１．鳥獣被害防止の具体的推進策は
２．美咲町公共施設等総合管理計画の
　　見直しは

15 左居		喜次
１．事務効率化のために地形図作成を
２．水出し操法用の訓練場所整備を

16 山田		雄二
１．町は美作岡山道路の地元調整をしたのか
２．苫田ダム事前放流の周知は
◇　義務教育学校を進める根拠は

17 貝阿彌幸善
１．町政の問題点と課題解決策は
２．町の現状に対する副町長の見解は
◇　小中学校の現状と課題

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

　
　
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

ページ 議員名 質　問　内　容

18 藤井		智江
１．柵原中学校建設がなぜ義務教育学校なのか
２．国民健康保険税の欠陥を認めるか
◇　保育料無償化に伴う本町の方針は

19 形井		　圓
１．過大徴収された介護保険料はどうする
２．美作岡山道路の推進方針は

20 金谷		髙子
１．みさき創生総合戦略の成果は
２．電子母子手帳の導入はできないか

21
松田		英二 １．防犯カメラ設置補助金の復活を

岩野		正則 １．棚田の観光・営農・活性化策は

議会だよりには、2問まで掲載
しています。
掲載できなかった質問は◇で
表示しています。

町
政
を
問
う

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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鳥獣被害防止の具体的推進策は

美咲町公共施設等総合管理計画の見直しは

侵入防護柵と捕獲駆除で
　　　　　　地域を守りたい

必要があれば見直しを行う

問　
町
長
は
こ
れ
ま
で

の
所
信
表
明
で
鳥
獣

被
害
防
止
は
喫
緊
の
課
題

と
述
べ
て
い
る
。

①
町
の
基
本
方
針
と
推
進

策
は
。

②
平
成
30
年
度
の
農
作
物

の
被
害
状
況
と
有
害
鳥
獣

の
捕
獲
実
績
は
。

③
駆
除
班
員
の
狩
猟
免
許

更
新
経
費
の
補
助
は
。

④
捕
獲
獣
の
ジ
ビ
エ
活
用

の
課
題
は
。

⑤
美
咲
町
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
協
議
会
の
活
用
策
は
。

答
青
野
町
長

①
侵
入
防
止
柵
と
捕

獲
・
駆
除
を
推
進
し
地
域

を
守
り
た
い
。

③
近
隣
市
町
村
の
補
助
制

度
な
ど
の
調
査
と
あ
わ
せ

て
、状
況
を
見
守
り
た
い
。

④
駆
除
班
員
の
ジ
ビ
エ
施

設
へ
の
持
ち
込
み
に
よ
り
、

有
利
な
補
助
金
な
ど
環
境

を
醸
成
し
、
ま
た
、
捕
獲

駆
除
に
対
す
る
意
欲
向
上

に
つ
な
が
る
状
況
を
重
ね

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
る
。

⑤
鳥
獣
被
害
が
軽
減
で
き

る
よ
う
協
議
を
重
ね
た
い
。

答
立
石
産
業
観
光
課
長

②
農
作
物
被
害
額
は

農
業
共
済
の
資
料
に
よ
る

と
約
１
，０
６
６
万
円
で
、

捕
獲
実
績
は
イ
ノ
シ
シ

１
，２
７
４
頭
、シ
カ
１
９

９
頭
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
99
頭

と
な
っ
て
い
る
。

問　
平
成
28
年
度
策
定

の
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
は
第
二
次
振
興

計
画
を
上
位
計
画
と
し
て

い
る
。

①
第
三
次
振
興
計
画
策
定

に
伴
い
こ
の
計
画
は
見
直

す
の
か
。

②
令
和
28
年
ま
で
の
30
年

間
に
公
共
施
設
を
42
％
削

減
す
る
目
標
は
見
直
す
の

か
。

③
削
減
に
伴
う
町
有
財
産

の
売
払
い
の
処
理
要
綱
の

見
直
し
は
あ
る
の
か
。

④
直
近
３
年
間
の
町
有
財

産
の
売
却
状
況
は
。

答
青
野
町
長

①
第
三
次
振
興
計
画

案
を
来
年
３
月
議
会
に
上

程
す
る
よ
う
作
業
を
進
め

る
。

　
そ
の
中
で
必
要
が
あ
れ

ば
見
直
し
を
行
う
。

②
人
口
減
少
や
財
源
の
縮

小
な
ど
社
会
構
造
も
変
化

す
る
。

　
減
ら
さ
な
け
れ
ば
減
ら

な
い
の
が
公
共
財
産
で
す
。

答
篠
原
理
財
課
長

③
美
咲
町
普
通
財
産

一
般
競
争
入
札
売
払
事
務

処
理
要
綱
の
見
直
し
は
予

定
し
て
い
な
い
が
、
歳
入

確
保
、
公
正
な
売
払
い
処

分
の
た
め
、
多
数
の
入
札

参
加
を
図
る
工
夫
を
行
い

た
い
。

④
左
表
の
と
お
り
。

延原正憲 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

電柵したのに侵入されてしまった。

町有財産一般競争入札売払実績一覧表
年　度 入札件数 落札件数 予定価格 落札価格

平成28年度 1件 1件 546万2,820円 547万円

平成29年度 0件 0件 0円 0円

平成30年度 4件 4件 824万1,617円 911万2,500円

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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左居喜次 議員

事務効率化のために地形図作成を

水
出
し
操
法
用
の

　
　
　
訓
練
場
所
整
備
を

候
補
地
を
年
明
け
の

　
　
　
消
防
委
員
会
に
示
し
た
い

財源が生み出せるか検討する

問　
現
在
美
咲
町
で
使

用
し
て
い
る
地
形
図

は
、
作
成
後
21
年
か
ら
35

年
が
経
過
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
地
形
図
上
に
既
存

す
る
施
設
の
表
示
が
な
い

も
の
や
、
道
路
線
に
お
い

て
も
確
認
で
き
な
い
も
の

ま
で
存
在
し
て
い
る
。

　
新
し
く
地
形
図
を
作
成

し
、
座
標
を
持
た
せ
る
こ

と
で
位
置
の
特
定
が
で
き
、

防
災
面
で
の
活
用
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、建
物
、上
下

水
道
な
ど
の
台
帳
管
理
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
管
理
が

可
能
と
思
わ
れ
る
。
今
後

町
と
し
て
の
対
応
を
問
う
。

答
青
野
町
長

　

情
報
管
理
が
統
一

で
き
れ
ば
業
務
も
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
、

十
分
利
用
価
値
が
あ
る
と

考
え
る
。
し
か
し
、
多
大

な
予
算
が
必
要
と
な
る
。

必
要
な
こ
と
は
十
分
理
解

を
し
て
い
る
が
、
喫
緊
に

大
き
な
事
業
が
続
い
て
い

る
。
全
て
の
事
業
を
行
う

に
は
財
政
上
も
困
難
で
あ

り
勘
案
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

問　
事
業
が
あ
る
今
だ

か
ら
こ
そ
な
お
さ
ら

早
急
に
地
形
図
を
作
成
し
、

活
用
す
る
こ
と
で
事
務
の

効
率
化
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
青
野
町
長

　

地
形
図
作
成
に
向

け
た
財
源
が
生
み
出
せ
る

か
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
る
。

問　
現
在
消
防
団
で
行

わ
れ
て
い
る
消
防
操

法
訓
練
大
会
だ
が
、
来
年

度
か
ら
の
岡
山
県
大
会
に

お
い
て
は
水
出
し
操
法
と

な
る
。
し
か
し
、
美
咲
町

内
に
は
水
出
し
操
法
が
で

き
る
場
所
が
な
い
。

　
操
法
は
消
防
活
動
の
基

礎
で
あ
り
、
消
防
技
術
向

上
の
た
め
に
も
早
急
に
訓

練
場
所
の
確
保
及
び
整
備

が
必
要
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
水
出
し
操
法
へ

の
移
行
は
２
年
前
か
ら
決

定
し
て
い
た
が
、
移
行
に

伴
う
具
体
的
な
対
策
を
講

じ
て
い
れ
ば
示
さ
れ
た
い
。

答
青
野
町
長

　

水
出
し
操
法
が
決

ま
っ
て
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

候
補
地
を
話
し
合
う
中
で
、

全
て
の
地
域
が
利
用
し
や

す
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

や
は
り
美
咲
町
の
中
心
で

あ
る
中
央
地
域
に
整
備
す

る
の
が
よ
い
と
考
え
て
い

る
。

　

訓
練
場
所
に
は
か
な
り

広
目
の
平
坦
な
敷
地
が
必

要
な
ほ
か
、
照
明
や
水
利

な
ど
が
必
要
な
た
め
、
適

地
に
つ
い
て
は
決
ま
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

答
浦
上
く
ら
し
安
全
課
長

　

消
防
団
と
も
協
議

を
し
、
候
補
地
に
つ
い
て

は
、
来
年
年
明
け
に
行
わ

れ
る
消
防
委
員
会
に
お
示

し
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

美咲町の情報：地形図を作成し、
業務の効率化を！

高齢者世帯

要支援者

公共施設

空き家情報

上・下水道管路

スクールバス路線

災害情報

狙いを定めて放水開始

美咲町の情報
災 害 情 報
高 齢 者 世 帯
要 支 援 者
公 共 施 設
町 の 道 路 網
光ケーブル路線
上・下水道管路
スクールバス路線
空 き 家 情 報

など

町の道路網

光ケーブル線路

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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町は美作岡山道路の
　　　地元調整をしたのか

苫田ダム事前放流の周知は

平成９年から２５年まで美岡道に
　　　　関する取り組みはなかった

告知放送やデータ放送で対応

問　
平
成
9
年
3
月
17

日
付
の「
美
作
岡
山

道
路
の
建
設
に
関
す
る
覚

書
」
と
い
う
関
係
町
長
宛

の
文
書
の
写
し
が
柵
原
総

合
支
所
で
見
つ
か
っ
た
。

そ
の
覚
書
に
は
「
岡
山
県

は
美
作
岡
山
道
路
の
建
設

に
当
た
っ
て
誠
意
を
も
っ

て
履
行
す
る
も
の
と
し
、

美
咲
町
は
地
元
調
整
等
こ

の
事
業
が
円
滑
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
協
力
す
る
も
の

と
す
る
」
と
あ
る
。

①
本
町
が
保
有
し
て
い
る

は
ず
の
覚
書
の
原
本
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
。

②
地
元
調
整
等
と
は
具
体

的
に
は
何
の
こ
と
か
。

③
町
長
は
３
月
定
例
会
で

「
町
主
催
の
地
元
説
明
会

は
開
催
し
て
い
な
い
」と
答

弁
し
た
。
地
元
説
明
会
す

ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
地

元
調
整
は
で
き
な
い
。
つ

ま
り
、
町
は
覚
書
に
反
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
青
野
町
長

①
原
本
の
紛
失
に
昨

年
気
づ
い
た
。
大
変
申
し

訳
な
い
。

②
地
元
調
整
等
と
は
、
地

元
の
合
意
形
成
の
た
め
の

調
整
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

③
過
去
の
町
政
に
つ
い
て

は
、
平
成
９
年
か
ら
25
年

ま
で
は
町
と
し
て
も
美
作

岡
山
道
路
に
関
す
る
取
り

組
み
と
し
て
は
な
か
っ
た

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
災
害
防
止
対
策
と

し
て
苫
田
ダ
ム
の
事

前
放
流
と
避
難
所
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て
問
う
。

①
苫
田
ダ
ム
の
事
前
放
流

に
つ
い
て
、
取
り
組
み
状

況
と
住
民
へ
の
情
報
周
知

方
法
に
つ
い
て
示
せ
。

②
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

取
り
組
み
状
況
は
。

答
青
野
町
長

①
ダ
ム
管
理
事
務
所

か
ら
事
前
放
流
の
知
ら
せ

が
来
た
場
合
、
大
雨
の
際

の
緊
急
放
流
と
同
じ
よ
う

に
告
知
放
送
や
み
さ
き
テ

レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
、
新

た
に
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た

美
咲
町
メ
ー
ル
で
住
民
周

知
を
図
り
た
い
。　

②
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
つ
い
て
は
基
本
モ
デ

ル
を
事
務
局
案
と
し
て
作

成
し
て
い
る
の
で
、
今
後

更
に
検
討
を
加
え
完
成
品

と
し
て
公
表
し
た
い
。

問　
大
雨
は
い
つ
来
る

か
分
か
ら
な
い
。
自

治
会
長
は
、
避
難
所
開
設

に
ま
だ
不
安
を
感
じ
て
い

る
。
基
本
モ
デ
ル
の
早
急

な
完
成
を
望
む
。

答
浦
上
く
ら
し
安
全
課
長

　

避
難
所
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
策
定
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
は
、
大
変
申
し

訳
な
い
。

　

早
急
に
完
全
な
も
の
と

し
、
地
域
防
災
に
役
立
て

た
い
。

山田雄二 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

轟音とどろく事前放流

見つかった覚書（一部抜粋）

◯◯町長　殿
岡山県知事　
石井正弘　印

美作岡山道路の建設に関する覚書
　標記について平成9年3月17日付けで覚書を締結
した。

覚書
　甲（岡山県）は、美作岡山道路の建設に当たっ
て、誠意をもって履行するものとし、乙（瀬戸町・熊
山町・佐伯町・吉井町・柵原町・英田町・美作
町・勝央町）は、地元調整等、この事業が円滑に
進められるよう協力するものとする。

　この覚書の締結を証するため、本書9通を作成し、甲
と乙が記名押印の上各自その1通を保有するものとする。

平成9年3月17日

提供：苫田ダム

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



17 みさき

貝阿彌幸善 議員

町政の問題点と課題解決策は

町
の
現
状
に
対
す
る

　
　
　
　
副
町
長
の
見
解
は

合
併
後
の
一
体
感
の
醸
成
が
課
題

小規模多機能自治による
　　　　　人口減少の克服

問　
第
二
次
振
興
計
画

の
見
直
し
が
遅
れ
て

い
る
状
況
の
中
、
新
年
度

よ
り
第
三
次
振
興
計
画
を

進
め
る
と
、
町
長
は
所
信

表
明
、
６
月
・
９
月
定
例

会
冒
頭
、
諸
般
の
報
告
で

し
て
い
る
。　

　
全
国
的
に
上
げ
ら
れ
て

い
る
課
題
に
つ
い
て
、
30

年
以
上
前
か
ら
国
に
よ
る

政
策
が
と
ら
れ
て
き
た
が

活
か
さ
れ
て
い
な
い
。

　
現
在
進
め
て
い
る
政
策

に
つ
い
て
、
現
状
で
の
問

題
点
と
課
題
を
充
分
に
検

証
し
、
発
想
の
転
換
を
図

り
対
策
対
応
の
で
き
る
振

興
計
画
に
。

答
青
野
町
長

　

町
政
上
の
課
題
は

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

本
町
の
最
重
要
課
題
は
少

子
・
高
齢
化
、
過
疎
化
に

伴
う
人
口
減
少
の
克
服
で

あ
る
。

　

取
り
組
み
の
一
環
と
し

て「
人
輝
く
ま
ち
み
さ
き
」

の
考
え
の
も
と
、
地
域
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
、
地

域
の
課
題
を
自
ら
克
服
し

て
い
く
ま
ち
づ
く
り
の
必

要
性
を
訴
え
、
早
い
時
期

に
小
さ
な
規
模
な
が
ら
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
っ

た
地
域
運
営
の
仕
組
み
、

小
規
模
多
機
能
自
治
組
織

を
つ
く
り
人
口
減
少
を
前

提
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
力
を
上
げ
て
い
く
取

り
組
み
を
進
め
る
。

問　
合
併
後
15
年
を
迎

え
た
。
旧
３
町
の
政

策
推
進
に
む
け
て
町
民
に
、

公
正
平
等
性
を
持
っ
た
行

政
を
と
言
わ
れ
て
い
る
。

町
の
一
本
化
、
一
体
化
に

は
醸
成
の
図
れ
た
行
政
運

営
が
今
後
ま
す
ま
す
大
切

に
な
っ
て
く
る
。
そ
う
し

た
点
に
つ
い
て
外
部
か
ら

見
た
目
と
、
執
行
部
就
任

後
の
見
た
目
で
は
ど
う
感

じ
て
い
る
か
。

　
行
政
の
進
め
方
捉
え
方

は
、
平
等
、
公
平
が
根
本

に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ

る
。　
　

　
あ
れ
も
こ
れ
も
、
で
は

な
く
、
あ
れ
か
こ
れ
か
に

絞
る
こ
と
が
大
変
重
要
で

あ
る
。

答
忠
政
副
町
長

　

そ
れ
ぞ
れ
が
培
っ

て
き
た
長
い
歴
史
と
文
化

が
あ
る
。
立
脚
し
た
生
活

や
産
業
の
営
み
、
行
政
運

営
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

合
併
後
の
一
体
感
の
醸

成
は
克
服
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
で
あ
り
、
吉

井
川
・
旭
川
流
域
、
陸
路

の
幹
線
を
有
す
る
地
域
の

合
併
は
苦
労
も
あ
っ
た
こ

と
と
感
じ
て
い
る
。

　

地
理
的
に
特
徴
あ
る
も

の
と
感
じ
て
い
る
。
町
全

体
は
、
中
山
間
地
域
と
似

通
っ
た
自
然
環
境
で
あ
り
、

共
通
の
恵
み
を
亨
愛
さ
れ

て
い
る
が
、
目
標
に
向
か

っ
て
安
易
な
前
例
踏
襲
主

義
に
な
ら
な
い
視
点
で
廃

止
す
る
勇
気
も
重
要
と
な

る
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

どう変わるか  第三次振興計画

行政は公平・平等が根本

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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柵原中学校建設が
　　なぜ義務教育学校なのか

国民健康保険税の欠陥を認めるか

義務教育学校は
　今の時点では決定していない

国の制度なので町の判断は難しい

問
①
柵
原
中
学
校
建
設

が
な
ぜ
義
務
教
育
学

校
な
の
か
。
柵
原
地
域
だ

け
で
な
く
足
並
み
を
揃
え

る
と
説
明
し
た
が
、
将
来

的
に
美
咲
町
内
全
小
・
中

学
校
が
義
務
教
育
学
校
に

な
る
の
か
。

②
義
務
教
育
学
校
の
創
設

に
は
、
柵
原
東
小
学
校
・

西
小
学
校
の
統
合
と
い
う

問
題
が
あ
り
、
丁
寧
な
説

明
と
慎
重
な
議
論
が
必
要

だ
。
１
回
や
２
回
の
説
明

で
済
む
も
の
で
は
な
い
。

　
９
月
９
日
の
学
校
整
備

検
討
委
員
会
で
、
地
域
説

明
会
の
意
見
を
集
約
し
、

10
月
に
は
町
長
に
答
申
、

と
は
あ
ま
り
に
性
急
過
ぎ
、

美
咲
町
の
歴
史
に
汚
点
を

残
す
の
で
は
な
い
か
。

　
教
育
が
財
政
優
先
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
補

助
金
最
優
先
で
は
な
い
か
。

答
黒
瀬
教
育
長

①
美
咲
町
全
域
を
小

中
一
貫
教
育
に
比
較
的
早

く
、
足
並
み
を
揃
え
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
義
務

教
育
学
校
は
今
の
時
点
で

は
決
定
し
て
い
な
い
。

②
前
教
育
長
時
代
の
こ
と

も
踏
ま
え
て
教
育
委
員
会

事
務
局
の
職
員
も
多
く
参

加
し
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

お
聞
き
し
た
。
私
自
身
も

誠
実
に
答
え
た
。
私
と
し

て
は
お
金
が
最
優
先
と
は

言
っ
て
い
な
い
。

問
①
国
民
健
康
保
険
税

の
滞
納
総
額
は
。

②
平
成
30
年
度
の
不
納
欠

損
件
数
、
金
額
は
。

③
８
月
時
点
の
資
格
証
、

短
期
証
の
発
行
件
数
は
。

そ
の
内
、
18
歳
未
満
の
世

帯
は
。

④
18
歳
未
満
の
均
等
割
を

半
額
に
で
き
な
い
か
。
半

額
に
し
た
と
き
必
要
な
予

算
は
。

答
平
住
民
税
務
課
長

①
、
②
に
つ
い
て
は

下
表
の
と
お
り
。

答
山
崎
保
険
年
金
課
長

③
資
格
証
は
52
世
帯
、

69
人
。
18
歳
未
満
の
世
帯

数
７
世
帯
、
短
期
証
の
期

間
は
１
カ
月
で
４
世
帯
の

10
人
。
18
歳
未
満
の
世
帯

数
１
世
帯
。

④
本
町
で
は
子
供
医
療
費

助
成
制
度
で
満
18
歳
に
達

し
た
日
以
降
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
人
に
、
自

己
負
担
分
を
助
成
し
て
い

る
の
で
、
18
歳
未
満
の
均

等
割
の
半
額
は
考
え
て
い

な
い
。
必
要
な
予
算
額
は

２
１
３
万
６
６
５
円
。

問　
国
民
健
康
保
険
税

は
、
中
小
企
業
が
加

入
す
る
「
協
会
け
ん
ぽ
」

な
ど
と
比
べ
高
額
と
な
る

制
度
の
欠
陥
を
認
め
る
か
。

答
青
野
町
長

　

国
の
制
度
な
の
で

町
の
判
断
は
難
し
い
。

藤井智江 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

まだまだ使える柵原東小学校

令和元年8月26日現在
（滞納繰越分・現年分）

滞  納  額 件　数

3,690万2,993円 331件

平成30年度
不能欠損額 件　数

158万1,652円 138件

①

②

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



19 みさき 議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

形井　圓 議員

過大徴収された介護保険料はどうする

美
作
岡
山
道
路
の
推
進
方
針
は

⓬
月
以
降
に
地
元
協
議
に
入
る

次回保険料の抑制に充てる

問　
美
咲
町
第
６
期
の

介
護
保
険
料
は
岡
山

県
で
１
位
の
月
額
７
千
８

百
円
で
大
き
な
問
題
と
な

っ
た
。

　
昨
年
度
で
７
千
円
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
が
そ
れ
で

も
県
内
平
均
は
６
千
64
円
。

平
成
30
年
度
の
決
算
で
は

積
立
金
１
億
２
千
万
円
、繰

越
金
１
億
３
千
万
円
。第
５

期
分
の
赤
字
額
８
千
９
百

万
円
は
加
入
者
が
負
担
し

て
お
り
、合
計
す
る
と
３
億

３
千
９
百
万
円
。加
入
者
１

人
当
た
り
５
万
９
千
円
で

最
高
額
は
10
万
円
の
過
払

い
と
な
る
。

　
介
護
保
険
料
の
算
定
は

適
切
だ
っ
た
か
。余
分
に
集

め
す
ぎ
た
保
険
料
は
今
後

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答
山
崎
保
険
年
金
課
長

　

介
護
保
険
料
の
算

出
は
計
画
期
間
中
３
年
間

の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
量

を
見
込
み
標
準
月
額
を
算

定
し
第
７
期
は
月
額
７
千

円
と
な
っ
て
い
る
。
第
６

期
で
１
億
２
千
万
円
を
積

み
立
て
今
年
度
で
６
千
６

百
万
円
の
積
み
立
て
を
行

う
が
こ
の
基
金
に
つ
い
て

は
、
第
８
期
計
画
の
保
険

料
抑
制
の
原
資
に
充
て
た

い
。答

青
野
町
長

　

保
険
制
度
は
、
相

互
扶
助
で
お
互
い
が
支
え

合
う
も
の
で
あ
る
。
余
剰

金
が
出
て
も
返
済
は
考
え

て
い
な
い
。
余
剰
金
に
つ

い
て
は
、
次
回
保
険
料
の

抑
制
に
充
て
て
い
き
た
い
。

問　
美
作
岡
山
道
路
の

建
設
事
業
は
、
美
咲

町
に
と
っ
て
主
要
な
事
業

で
あ
る
。

　
県
は
地
元
住
民
、
特
に

地
権
者
に
丁
寧
に
き
め
細

か
な
説
明
を
し
、
協
力
い

た
だ
く
よ
う
努
力
し
て
い

く
と
の
こ
と
だ
が
、
美
咲

町
と
し
て
の
今
後
の
推
進

方
針
は
。

　
地
元
と
は
、
現
実
に
道

路
が
建
設
さ
れ
る
地
域
、

自
治
会
、
土
地
の
提
供
者

で
あ
る
。
議
会
も
建
設
推

進
の
議
決
を
し
て
は
い
る

が
、
地
元
住
民
、
地
権
者

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

の
議
決
で
は
な
い
か
。

答
山
本
柵
原
総
合
支
所

産
業
建
設
課
長

　

地
元
住
民
、
地
権
者
の

協
議
は
道
路
の
中
心
線
測

量
、
縦
横
断
測
量
を
し
て

い
る
。　
　

　

11
月
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、
12
月
以
降

道
路
の
地
元
協
議
に
入
る
。

　

測
量
範
囲
の
関
係
者
は

１
４
０
人
程
で
約
８
割
の

同
意
を
得
て
い
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
地
元
合
意
に
向

け
努
力
し
て
い
く
。

答
青
野
町
長

　

地
元
飯
岡
地
区
で

の
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ

の
事
業
に
限
ら
ず
、
特
に

地
権
者
の
理
解
が
１
番
だ

と
考
え
て
い
る
。
地
元
の

理
解
を
い
た
だ
く
よ
う
協

議
を
重
ね
て
い
く
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

地元合意に向け努力

平
成
30
年
度
4
月
か
ら
の
65
歳
以
上
の
基
本
月
額
介
護
保
険
料（
円
）

市町村 新保険料 旧保険料
和 気 町 5,900 5,000
早 島 町 6,000 6,000
里 庄 町 5,200 4,800
矢 掛 町 6,000 5,800
新 庄 村 6,200 5,664
鏡 野 町 6,400 6,400
勝 央 町 6,600 6,700
奈 義 町 6,700 6,700
西 粟 倉 村 7,500 5,500
久 米 南 町 6,600 6,280
美 咲 町 7,000 7,800
吉 備 中 央 町 7,200 7,200
岡 山 市 6,160 6,160
倉 敷 市 6,050 5,850
津 山 市 5,900 5,800
玉 野 市 6,000 6,000
笠 岡 市 6,420 5,800
井 原 市 5,900 5,400
総 社 市 5,400 5,200
高 梁 市 6,300 5,600
新 見 市 6,000 5,800
備 前 市 5,900 5,300
瀬 戸 内 市 6,200 6,100
赤 磐 市 5,900 5,800
真 庭 市 5,670 5,160
美 作 市 6,150 6,450
浅 口 市 5,500 5,300
県 内 平 均 6,064 5,914

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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みさき創生総合戦略の成果は

電子母子手帳の導入はできないか

成果が上がっているとは言えない

導入に向け準備を進める

問　
み
さ
き
総
合
戦
略

は
平
成
27
年
か
ら
31

年
度
（
令
和
元
年
度
）
５

年
間
で
数
値
目
標
を
掲
げ

て
進
め
て
き
て
、
残
り
１

年
を
切
っ
た
。

①
推
計
を
上
回
る
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
が
、
具
体
的
な
成

果
は
。

②
山
本
政
策
推
進
監
は
地

方
創
生
の
取
り
組
み
で

「
急
激
な
人
口
減
少
下
で

も
豊
か
で
安
全
・
安
心
な

住
民
生
活
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
に
あ
る
」
と
言
わ

れ
て
い
る
が
具
体
策
は
。

③
総
合
戦
略
の
中
で
「
教

育
環
境
な
ら
美
咲
町
が
一

番
」
と
掲
げ
て
い
る
。
柵

原
地
域
に
お
け
る
学
校
建

設
へ
の
早
急
な
対
応
は
。

答
青
野
町
長

①
地
方
経
済
の
縮
小

は
変
わ
ら
ず
続
い
て
お
り
、

成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
。

　

５
年
間
で
人
口
１
，
０

０
０
人
余
り
減
少
、
最
終

年
で
現
状
を
分
析
・
評
価
、

政
策
を
検
証
し
原
因
を
明

ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

答
山
本
政
策
推
進
監

②
助
け
合
い
の
精
神

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

お
互
い
が
お
互
い
の
幸
せ

を
守
っ
て
い
く
取
り
組
み

を
進
め
た
い
。

答
黒
瀬
教
育
長

③
説
明
会
の
意
見
を

ま
と
め
、
検
討
委
員
会
か

ら
町
長
へ
答
申
す
る
予
定
。

熱
意
を
持
っ
て
早
急
に
対

応
し
て
い
く
。

問　
美
咲
町
の
子
育
て

支
援
は
充
実
し
て
い

る
内
容
で
あ
り
、
子
育
て

中
の
お
母
さ
ん
に
喜
ば
れ

定
住
対
策
に
も
一
定
の
効

果
を
感
じ
る
。

　
私
た
ち
が
子
育
て
を
し

て
い
た
時
代
と
違
い
、
電

子
母
子
手
帳
は
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
が
瞬
時
に
伝
わ
り
、

選
択
し
、
個
人
で
管
理
で

き
る
。
美
咲
町
の
手
厚
い

子
育
て
支
援
施
策
な
ど
に

妊
産
婦
と
子
育
て
世
代
に

漏
れ
な
く
享
受
さ
れ
る
仕

組
み
づ
く
り
の
導
入
が
考

え
ら
れ
な
い
か
。

答
清
水
健
康
推
進
課
長

　
電
子
母
子
手
帳
は
、

子
育
て
世
代
に
対
応
し
た

便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

子
育
て
に
関
わ
る
負
担
や

不
安
、孤
立
感
を
和
ら
げ
、

妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援

が
期
待
で
き
必
要
な
と
き

に
情
報
発
信
で
き
る
メ
リ

ッ
ト
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

答
青
野
町
長

　

電
子
母
子
手
帳
に

つ
い
て
は
妊
娠
、
出
産
、

子
育
て
情
報
な
ど
を
一
括

管
理
が
で
き
、
町
と
し
て

も
必
要
な
と
き
に
情
報
発

信
が
可
能
で
、
非
常
に
メ

リ
ッ
ト
が
多
い
。
導
入
に

向
け
て
準
備
を
進
め
る
。

金谷髙子 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

お母さんに喜ばれる母子手帳に

資源を活かしてみさき創生

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



21 みさき 後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

問　
住
民
の
安
心
と
安

全
を
確
保
す
る
上
で

防
災
と
共
に
重
要
視
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
防

犯
活
動
で
あ
る
。

　
本
町
で
は
、
過
去
に
自

治
会
が
設
置
す
る
防
犯
カ

メ
ラ
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
す
る
要
綱
を
制
定
し

て
い
た
が
、
こ
の
制
度
が

廃
止
さ
れ
た
の
は
何
故
か
。

答
浦
上
く
ら
し
安
全
課
長

　

平
成
26
年
に
岡
山

県
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業

が
創
設
さ
れ
、
こ
の
補
助

金
を
活
用
し
て
町
内
19
カ

所
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
た
。

　

こ
の
時
、
自
治
会
が
設

置
す
る
も
の
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
す
る
要
綱
を

制
定
し
た
が
、
県
事
業
が

28
年
度
で
終
了
し
た
た
め

同
時
に
町
の
補
助
金
も
廃

止
し
た
。

問　
津
山
市
な
ど
で
は
、

県
事
業
が
終
了
し
た

後
も
自
治
体
単
独
で
補
助

金
制
度
を
続
け
て
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
防
犯

カ
メ
ラ
に
対
す
る
補
助
金

を
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答
青
野
町
長

　

県
が
定
め
て
い
る

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
お
よ
び

運
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
遵
守
す
る
場
合
に

お
い
て
、
地
域
の
犯
罪
防

止
、
安
心
を
確
保
す
る
た

め
補
助
金
の
復
活
を
検
討

す
る
。

松田英二 議員

防犯カメラ設置補助金の復活を

自治会への補助金制度を検討する

質問

答弁

質問

答弁

問　
美
咲
町
の
財
産
で

あ
る
大
垪
和
西
と
小

山
の
棚
田
の
荒
廃
が
進
ん

で
い
る
。

　
棚
田
の
営
農
方
針
と
観

光
地
と
し
て
の
活
性
化
策

を
示
せ
。

答
青
野
町
長

　

観
光
地
と
し
て
、

ま
た
、
営
農
の
方
針
と
し

て
は
、
棚
田
は
農
村
の
美

し
い
原
風
景
を
形
成
し
、

災
害
防
止
、
あ
る
い
は
多

種
多
様
な
生
物
が
生
息
し

て
い
る
豊
か
な
生
態
系
や

多
面
的
な
機
能
を
持
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
都
市
と

農
村
の
、
交
流
の
場
と
し

て
も
新
た
な
魅
力
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
反
面
、
急
峻
な
地

形
の
た
め
生
産
性
や
作
業

効
率
の
悪
さ
、
農
業
離
れ

や
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手

不
足
な
ど
も
あ
り
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
な
ど
、
懸

念
材
料
が
あ
る
の
も
事
実

で
あ
る
。

　

こ
の
豊
か
な
自
然
を
地

域
の
皆
さ
ん
の
工
夫
と
お

互
い
の
協
働
に
よ
り
、
ふ

る
さ
と
の
原
風
景
と
し
て

世
界
に
発
信
し
て
い
き
た

い
。

　

個
人
で
の
耕
作
が
困
難

に
な
っ
た
場
合
で
も
集
落

営
農
組
織
な
ど
を
設
立
す

る
こ
と
で
、
組
織
で
の
耕

作
に
よ
り
棚
田
の
保
全
が

継
続
さ
れ
る
と
考
え
る
。

　

棚
田
は
観
光
、
営
農
、

地
域
活
性
化
に
非
常
に
大

切
な
地
域
資
源
で
あ
る
。

地
元
と
協
力
し
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

岩野正則 議員

棚田の観光・営農・活性化策は

地元と協力し前向きに取り組む

質問

答弁

質問

答弁

あなたは見られています

急げ、棚田の保全策

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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もう少し小地域単位で報告
会を開催してもらいたい。

町民と議会の直接対話
　70人から叱咤・激励

新町長が誕生して所信表明もあった。町の方
針に議会としてどう対応するのか。

若い人が出席できる議会報告会
をしてほしい。

美咲町の議員としてもう少し
町内各地に出て来て全体を勉
強してほしい。

議会として町に提案できる政策を期待します。
認知症対策にもっと本腰を。

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



23 みさき

町民と議会の直接対話
　70人から叱咤・激励

第8回 令和元年度議会報告会及び意見交換会
　　   中央地域・旭地域・柵原地域で開催

議会報告会を続けて開催する
ことはすばらしいことだ。

議員はそもそも何をするのか。行政の見張り
番、チェックするのが役目ではないか。

議会や役場の批判のみでは明る
い町づくりにはならない。互いに
考えよう。

議員個人の主張は大切だが、重要な方向性を
決定する政策については議会全体としての議
論を重ねてほしい。

議会を傍聴しませんか

■12月２日開会～12月13日閉会の12日間を予
定しています。

■一般質問は12月３日～４日の二日間。

（面倒な手続きはありません。
一人でも団体でも傍聴できます）

～令和元年１２月定例会の予定～

表紙の紹介

　柵原西小学校４年生
（１６人 ）が 消 防 団と
一緒に消火訓練を行
いました。

～小学校４年生が消火訓練～

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う  
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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私
た
ち
議
員
は
、

10
月
15
日
か
ら
17

日
に
か
け
て
、
北

海
道
３
カ
所
を
視
察
し「
先
進

地
」と
し
て
認
め
ら
れ
る
ま
で

の
足
跡
を
丹
念
に
た
ど
る
こ

と
に
よって
、
我
が
町
美
咲
町

に
活
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、

平
成
30
年
度
の
決
算
や
３
会

場
で
の「
議
会
報
告
＆
意
見

交
換
会
」に
つ
い
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。　

　

私
た
ち
は
、
決
算
に
つい
て

町
民
の
代
弁
者
と
し
て
職
員

か
ら
の
説
明
を
受
け
、
議
論

し
承
認
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
主
権
者
は
町
民
で
あ
り
、

議
員
は
そ
の
代
弁
者
」で
あ

る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
な
が
ら
、

責
任
を
全
う
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

皆
様
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（

藤
井
記
）

町民の皆さんこんにちは
サークル紹介
第33回

いざ
！鬼退

治へ

　平成２5年より始まった中央町誌編さんに伴い、
日本にある桃太郎三大伝説よりも古いということが
分かりました。有志で元祖美咲桃太郎伝説としてまち
おこしをしようと活動を始めました。

●いつ頃から活動していますか●

　活動することによって、多くの仲間と知り合え、日
本中の桃太郎仲間と民話・歴史・芸術・文化の交流
ができる。

●楽しいことは何ですか●

　伝説ゆかりの地をめぐるウォーキング、桃太郎・
鬼まつり、紙芝居、すごろく、桃太郎物産の開発、
桃太郎名物料理など。全国桃太郎サミットへ参加し
ています。

●どんな活動をしていますか●

　もっと町内外の多くの人に参加する楽しみを広めたい。
保育園児～大学生までの多くの参加を希望しています。

●これからの活動は●

　20～80代の男女30～40人で活動しています。
●メンバー構成は●

　美咲町に日本で一番古い「元祖美咲桃太郎伝説」があ
るということを広め町内外で成功している活動事例や
物産情報などを教えていただきたい。

●議会に一言お願いします●

　私たちの住む美咲町が仲良く住みやすい地域になる
よう、歴史ある民話を中心として仲良く楽しくつどえ、
いろいろなことにチャレンジできる場を提供したい。

●活動を始めたきっかけは●
美
咲
桃
太
郎
の
会

美咲桃太郎を全国に広めて下さい。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
松
田
　
英
二

副
委
員
長
　
藤
井
　
智
江

山
田
　
雄
二

延
原
　
正
憲

左
居
　
喜
次

岩
野
　
正
則


